
















































































































































































































    ［中編］絵・扉・序文８頁・本文238頁・奥付・本文中に挿画３葉（浅井忠画）














































   ［中編］天34mm・地44mm・ノド26mm・小口30mm








































   ［中編］１行32文字詰め・１頁14行・１頁448文字
   ［下編］１行32文字詰め・１頁13行・１頁416文字
　下編だけが行数の設定が他編と比較すると１行少ないが，これは下編の収録作品の章数が少
ないことにより，頁数が少なくなり書物の厚みが他編に比べて極端に薄くなることを避けるた
めの設定だと考えられる。
・版面面積率：［上編］40％，［中編］40.6％，［下編］40.6％
　版面面積率とは，判型に対して版面がどれくらいの大きさかを示した数値である。前掲の
『編集者の組版ルール基礎知識』21の中に，〈本文が配置される場所，つまり版面は書体や字間，
行間，さらには製本方法や紙質などあらゆることが影響するため基準値とはならないが目安と
して一般的には，判型面積に対して版面面積は45～60％〉と記述されている。初刊本の版面
面積率は目安より小さい値を示している。
・禁則事項の処理：字間四分スペースと四分の約物活字の入れ替え・ぶら下がり
　句読点や鍵括弧が四分活字として文字間に挿入されていることから，句読点や鍵括弧がない
箇所には四分のスペースを，句読点や鍵括弧があればスペースではなく，それらの四分活字を
図８　初刊本・字間と行間
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組むことで禁則事項が処理されている。
５．明治後期のベストセラーの書物形成
　第４章の，初刊本の本文組版を中心とした実測調査により，その設計が明らかになったが，
比較として，初刊本刊行と同時期の刊行物を調査し，初刊本の設計がこの時代において特殊な
ものだったか否かを考察したい。
　比較調査の対象として，出口一雄『出版を学ぶ人のために』22にベストセラーとして掲載さ
れている尾崎紅葉『金色夜叉』，島崎藤村『破戒』，漱石『鶉籠』に加えて，大倉書店・服部書
店から刊行された漱石『漾虚集』と，岡野他家夫『日本出版文化史』23に〈当時のわが青年作
家達から感激を以て愛読されたのだった。〉と紹介されている森鷗外『即興詩人』を取り上げ
る。分析手法は初刊本と同様である。分析項目の判型・版面面積率・活字サイズ・字間・行
間・字数（一行の字詰・行数・頁文字数）は『造本の科学　上　造本編』24より明治後期の本
文組版を調査した資料と合わせて［表１］にまとめる。禁則事項の処理については省略する。
　分析報告の前に，本章で取り上げた比較調査対象は，島崎藤村『破戒』と漱石『漾虚集』以
外の発行所が春陽堂であるため，春陽堂について少し触れておきたい。
　塩澤実信『出版社大全』25によると，春陽堂は〈和田篤太郎が，明治十一年（一八七八）に
神田泉町に本の小売兼行商を開業し…〉とあり，また前掲の『日本の出版界を築いた人び
と』26には〈書下しシリーズに新人紅葉を起用した先見の明〉という見出しや〈第一次大戦が
終結した翌年大正八年（一九一九）の春…中略…そのころ春陽堂は，文芸図書の日本一の大出
版社であった。尾崎紅葉をはじめ，森鷗外，坪内逍遙，夏目漱石，小杉天外，島崎藤村，永井
荷風，菊池寛など，日本文学の主流をなす人びとの名著が，ずらりと揃って，ここから出版さ
れていたのである。〉と記述されていることから，春陽堂は文芸書の代表的な出版社であると
言える。
比較分析①《金色夜叉》
　『金色夜叉』は前編，中編，後編，続編，続々編の５冊で刊行されているが，本文は前編と
続編が同じ設計で，中編，後編，続々編が同じ設計であるため，分析は前編と中編で行う。
初版印刷日：［前編］明治31（1898）年７月３日／［中編］明治31（1898）年12月29日，初版
発行日：［前編］明治31（1898）年７月６日／［中編］明治32（1899）年１月１日，発行所：
春陽堂，印刷所：東京印刷株式会社，定価：［前編］60銭／［中編］40銭，製本仕様：クロス
装・丸背・みぞつき・糸綴じ・タイトバック，頁構成：［前編］扉・絵・本文164頁・広告６
頁・奥付・広告／［中編］扉・絵・本文199頁・奥付・広告，装幀者：不明，活字書体：［前
編］東京印刷四号／［中編］東京印刷五号
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比較分析②《即興詩人》
初版印刷日：明治35（1902）年８月29日，初版発行日：明治35（1902）年９月１日，発行
所：春陽堂，印刷所：東京印刷株式会社，定価：上・下各60銭，製本仕様：クロス装・丸
背・みぞつき・カバー付・糸綴じ・タイトバック，頁構成：［上］扉・例言・目次３頁・本文
213頁・奥付・広告３頁／［下］扉・目次３頁・本文220頁・付録（即興詩人不翻語一覧）23
頁・奥付・広告３頁，装幀者：不明，活字書体：東京印刷四号
比較分析③《破戒》
初版印刷日：明治39（1906）年３月20日，初版発行日：明治39（1906）年３月25日，発行
者：島崎春樹（自家版），印刷所：秀英舎，定価：70銭（郵税金８銭），製本仕様：紙装・角
背・突きつけ・糸綴じ・タイトバック，頁構成：序・挿絵（鏑木清方画）・扉・挿絵（鏑木清
方画）・本文578頁・奥付・本文中に千曲川流域之図２頁，装幀者：不明，活字書体：秀英舎
明朝五號
比較分析④《漾虚集》
初版印刷日：明治39（1906）年５月14日，初版発行日：明治39（1906）年５月17日，発行
所：大倉書店・服部書店，印刷所：秀英舎，収録作品：倫敦塔・カーライル博物館・幻影の
盾・琴のそら音・一夜・薤露行・趣味の遺伝，定価：１円40銭，製本仕様：布装・角背・み
ぞつき・天金・アンカット・糸綴じ・タイトバック，頁構成：絵・扉・序文２頁・目次・本文
302頁（各作品に前扉）・絵・奥付・広告２頁・各作品中に挿画一葉（中村不折画），装幀者：
橋口五葉，活字書体：秀英舎明朝五號
比較分析⑤《鶉籠》
初版印刷日：明治39（1906）年12月29日，初版発行日：明治40（1907）年１月１日，発行所：
春陽堂，印刷所：帝国印刷株式会社，収録作品：坊っちやん・二百十日・草枕，定価：１円30
銭，製本仕様：紙装・角背・みぞつき・カバー付・糸綴じ・タイトバック，頁構成：扉・序文
２頁・本文502頁（各作品に前扉）・奥付，装幀者：橋口五葉，活字書体：秀英舎明朝五號
　［表１］は実測した結果の中から，本文組版に焦点を当てた数値のみをまとめている。まず
判型については，大半が和装本の半紙本と呼ばれる判型に近似のサイズである。つまり，製紙
や製本工程によるサイズの不統一があるものの，おおよそ半紙本という習慣性が明治にも引き
継がれているものと思われる。版面面積率については『即興詩人』が版面の外に罫線があり版
面が大きく設計されているものの，その他は約30％から50％である。ちなみに平成23
（2011）年に刊行された文春文庫版『猫』の版面面積率は72.42％である。一行の字詰の設定は，
活字サイズ五号のみに注目すると，およそ30字～40字程度であり，行数は平均13.5行である。
現在刊行されている書物と比較すると，明治期の書物は版面面積がかなり小さいことが明らか
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だが，これは当時の組版や印刷技術の制約の結果ではないだろうか。また活字サイズや字間，
行間の設定も金属活字版印刷という技術的な制約が大きいと推測される。
６．ま と め
　『猫』の初刊本は現在，明治後期に刊行された美しい書物として高い評価を得ているが，そ
れは少なからず現在刊行されている書物にはない組版への評価のように思われる。また，検証
は今後の課題となるが，当時使用されていた活字サイズは認知心理学的見地から算出された眼
球能力への適正値27にも近接するものであり，無意識的に読みやすい，つまりはストレスなく
心地よいと感じる紙面なのではないだろうか。とは言え，『猫』が得ている高い評価は現在の
視点からの評価であり，第５章の比較分析から考察すると，『猫』の本文組版は刊行当時，決
して特殊なものではなく，［表１］の実測項目の全てが平均的な数値を示している。つまり，
技術的な制約の中で，第３章で明らかになった明治前期から中期の和装本の習慣性が踏襲され
た一般的なものだと言えるであろう。また技術的な制限があったが故に，当時の本文組版が新
たな習慣として，過去の習慣の上に累積していく様相が伺える。
　本稿では『猫』の初刊本を手がかりに，明治後期に刊行された書物を考察したことにより，
明治以前からの習慣性が，明治以降の技術によって保たれようとした結果の形成を見ることが
表１　分析一覧
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できた。今後はさらに時代を進め，大正から昭和初期に刊行された『猫』と，同時期に刊行さ
れた書物を分析し，現在の技術を用いた『猫』の形成が検討できるよう本稿と同様に『猫』を
手がかりとし，本文組版の変遷についての考察を深めていきたい。
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